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はじめに

　人間的発達・人格形成を主たる目的とする教育理論の

発展は，人間科学の発達によるところが極めて大きい．

中でも教育の哲学や心理学は，人間にはたらく精神諸法

則を体系づける重要な人間科学として，人間性教育のも

っ諸問題を究明しうる大きな力をもつものと考えられて

きた．今日，臨床心理学やスクールカウンセリングがあ

る種の時代の脚光を浴びているのも，こうした哲学や心

理学への期待のあらわれと考えて良いであろう。伝統的

な心理学のみでは，現代の教育的問題・課題解決への役

割・機能は十分とは言えなかった．

　教育は，心理学に対し，教育の方法に関する技術的知

識のみならず，人格・成長・適応・学習全般についての

知見を，さらには発達像や教育論など，教育の目的に至

るまで多様な示唆を得られるものと期待していた，しか

し，これまでの伝統的心理学は，教育に関わって上述の

ような諸課題の解決に迫る意味ある価値的見識をあまり

示さなかった．また価値をできるだけ排除しようとする

傾向さえ強かった．もともと教育にかかわる主体として

の人間は，あくまでもその全体像として考察されなけれ

ばならない．知的側面のみならず，心理性，社会性，身

体・生理性などを含めた全人（Whole　person）が教育

に関わる人間のありかたである．ところが，これまで自
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然科学的分析研究をとってきた伝統的な心理学は，人間

を極あて限られた条件のもとにのみ妥当する法則を捉え

ることに集中した．人間全体としての構造や機能につい

ての力動的な把握が不十分なのであった．こうした伝統

的心理学の教育に対する基本的態度や理念に対し，人間

学的心理学，特にマスロー（Maslow，A．H）心理学は，教

育の理念に新しい視点から取り組もうとした，

　さて，わが国の教育は，平成10年度に文部省（現文部

科学省）が学習指導要領を改訂し，小・中学校では平成

14年度から実施される完全学校週5日制のもと，子ども

達に豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生き

る力」を育成することを基本的なねらいとする教育課程

の編成を主とすることを明確にした。具体的には，教育

内容の厳選，道徳教育の充実，総合的な学習の時間の創

設を軸にした教育内容の改訂であった．いま，社会の大

きな変動に際して，わが国の教育は歴史的にも重要な変

化の局面にある．この教育の変化に関わりながら，カウ

ンセリング理論，とりわけ人間学的心理学理論との関わ

りから子ども・青年，人間の問題点などを考えてみたい．

　教育課程の改革の特徴の一っである「総合的な学習」，

この学習過程における思考・心理・行動のプロセスに求

められているものとカウンセリング・プロセスとの間に

関わりがあると考えられる．カウンセリングにおいては，

まず来談者とカウンセラーの出逢いがあり，実際の相談

は信頼関係（ラポール）が生じてから始まる．来談者は

少しずっ自分の内に生じていることに気づき，やがて自

己と対峙するというプロセスを歩む．このプロセスをカ
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ウンセラーは見守る．自己と対峙した来談者はその状況

から自己決定，自己選択し，新たな現実へと入っていく．

このプロセスは今後の教育に求められる教師と子どもの

関係を示唆している．「総合的な学習の時間」のねらい

は自ら学び，自ら考え，解決していく力の育成であるが，

真の学び方を身にっけるにはカウンセリング・プロセス

のように子どもたちの内面に「自己発見のプロセス」が

生じなければならない．

　今までの詰め込み教育では「教え」で成り立ってきた

経緯がある．これは望ましい適切な教育過程とは言い難

い．マスロー心理学の基本的原理である人間学的心理学

（Humanistic　psychology）は，元来伝統的心理学に対

する批判から出発している．しかし，それは決して伝統

的心理学を全面的に否定しようとするものではなく，い

わゆる「第三勢力」の心理学として，行動主義心理学や

精神分析学のもつ欠点を補い，より人間主体の全体的人

間への考察を主とした性格を持つものである．本稿では，

人間的発達と自己実現の理論について，マスロー心理学

の概念と関わりながら，人間発達，人格形成と自己実現

の教育を考察していきたい。

1現代の子どもの発達特性と課題

　文部省（現文部科学省）の調査によると，平成11年度

に発生した学校における暴力行為は，小学校で1，509件，

中学校では24，246件，高等学校で5，300件であり，小学

校では前年度より19件減少しているものの，中学校お

よび高等学校ではそれぞれ前年度より1，255件及び148件

増加している．

　また，いじあの発生件数は，同じく文部省（現文部科

学省）の調査によれば，平成11年度は小学校で9，462

件，中学校で19，383件，高等学校で2，391件となってお

り，前年度と比較すると，それぞれ3，396件，1，418件，

185件減少するなど，このところ4年連続で減少してい

るが依然として多数のいじめが発生している．

　平成11年度に30日以上学校を欠席した不登校児童生

徒数は，小学校26，047人，中学生104，180人で前年度に

比べて小学生は0．1％増加，中学生は2．5％増加となって

いる．不登校は年々増加の傾向にあり，平成11年度では，

全児童数に占める不登校児童生徒の割合は，小学校では

0．35％，中学校では2，45％である．

　一方，児童虐待に関しては，児童相談所が養護相談の

内訳として虐待相談にっいて統計を取り始あた平成2年

度以降，その件数は一貫して増加を続け，平成2年度に

は1，101件であった件数は，平成11年度には11，631件と

10倍を上回った．なお，平成12年中に検挙された児童

虐待事件は，186件，検挙人数208人で，前年に比べて件

数で55．0％，検挙人数で60．0％，被害児童数で53．2％も

　　　　　　　　　　　　　　　　1）増加し，44人の児童が死亡している．

　以上のように現代には子どもをめぐる様々な問題があ

るが，その背景には子どもを取り巻く家庭，学校，地域

社会などの環境の変化や，子ども自身，あるいは大人社

会の風潮，子どもを取り巻くメディア等の影響など様々

な要因があり，しかもそれらが複雑に絡み合っているこ

とからそれらの因果関係などを十分に明らかにすること

は難しい．しかし，今日の子どもの状況を考えた場合に，

特に，次のような子どもをめぐる傾向に留意する必要が

あるだろう。

　子どもが心身ともに健やかに成長を遂げ，自立してい

くためには家庭，学校，地域社会相互の連携の上，各々

の教育機能が十分に発揮されることが大切であることは

言うまでもない．しかし，近年，核家族化，少子化，産業

構造の変化，価値観の多様化，生活が物質的には豊かに

なったことなど子どもを取り巻く社会状況の著しい変化

の中で，子ども達の成長・発達に影響を及ぼす種々の問

題状況が発生するとともに，家庭の教育機能の低下が指

摘されている．上述のように，子どもの虐待と暴力行為

や不登校といった子どもの問題行動はともに増加の傾向

にあるが，このことをマスローの欲求階層論の視点から

分析してみたい．

　子どもが発達をとげていくためには，様々な体験を通

して発達課題を適時に達成し，積み重ねていくことが大

切である．すなわち，乳幼児期には親と子の触れ合いを

通じて，信頼感，情緒の安定を得，また失敗や成功の体

験を通して自立感を獲得し，意志力，自己統制力，思い

やりの心など，人としての基礎を培い，基本的な生活習

慣を身につけることが肝要である．このことにっいてマ

スローは，生理的欲求，安全欲求，所属と愛情の欲求，

尊重の欲求，自己実現の欲求という五っの欲求に分類し

階層化した欲求階層論を理論化している。こめ欲求の階

層は低次のものから順に満たされねばならず，また一っ

の段階が満たされることによって次段階へと進むことが

できるという性質をもっており，最終的には自己実現を

目指すものである．先の虐待と子どもの問題との関係は，

虐待（身体的，精神的，性的虐待およびネグレクト）と
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　いう生理的欲求や安全欲求や所属と愛情の欲求という低

・次欲求が満たされないたあに子ども達の自己実現が阻ま

れている状態と見ることができる、

　　このように今日の子ども達においては，その発達過程

において，かって得られたような豊かな生活体験の機会

が不足しており，こうしたことが様々な影響を与え，個

人の自己実現を阻んでいることにまず留意することが必

要である．

　一方これに対し，自己実現の問題を個人の立場を越え，

社会との密接な関連においてとらえようとしたブラメル

　ド（T．Brameld）の社会的自己実現（Social　selfrea1－

ization）の理論がある．ブラメルドは，現代文明の危機

を，世界や国家，社会との関連で論じ，文化の復活と新

　しい文化（世界文明）との観点から新しい人間観，教育

論を論じ，価値論的には最高の，包括的価値として，社

会的自己実現を強調した．

　　それによると，人間の形成は個人としての自己実現の

　レベルを超え，社会や集団との次元において，経済的・

政治的・芸術的，宗教的目的との接点において社会的自

己実現をはかろうというものであった．彼の理論は現代

社会の危機，増悪と破壊の秩序から，新しい道への模索

を，世界文明の確立，民主主義的価値基準の検討，基準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）や方法，検討の開放性と共に論じているのである．

　岡堂（1989）は，大きくは自己実現という名の利己主

義の蔓延と，離婚時代一養育機能の低下という2点に集

約される，今日の社会と家庭の危機的状況に大きな影響

を与えている要因として，①男女の性役割の変化，②女

性の職業参加の増加，③共働き家族のストレス，④世代

間境界の混濁化，⑤歴史的展望の欠落，⑥中心的価値観

の喪失，⑦都市への人ロの流入，⑧核家族の相対的孤立

化，⑨親に課された経済的負担の増加，⑩急速な社会的・

経済的・技術的な変化などを指摘している．そして，こ

れらの諸要因は家庭や親としてのあり方に緊張を与えて

いるが，それを克服するために事態を直視し，家族の発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）達への好機としてとらえることも提言している．

　　また，平成11年7月の青少年問題審議会答申「「戦後」

を越えて一青少年の自立と大人社会の責任」の中でも，

先の提言に通じる，現代社会の風潮や社会全体の価値観

の揺らぎにっいて次のように触れている．第一に，人は

社会的な存在であり，社会の中で人間らしく生きる上で

最低限守らなければならない基本的なルールがあるとい

　うことにっいて，認識が稀薄になり，おろそかにされて

いる．第二に，特定の価値を自分の都合のいいように解

釈して，一方的に主張する傾向が見られる．例えば，個

人の自由は創造性の発揮や十分な自己実現のために欠か

せないものであるが，だからといって公共的な利益や他

人の自由をないがしろにすることまで許されるものでは

ない．（以下略）

　以上のような現代社会への指摘はブラメルドの理論に

通じている．ブラメルドは，教育は文化を反映し，逆に

文化は教育に影響するものと考えた．彼は教育を文化の

主要な発動力であると考えている．教育を通してわれわ

れはあらゆる問題に挑み，また来たるべき事態の要求に

かなう慣習，制度および価値を検討し，発展させること

　　　　　　　　4）であると主張する．

　価値観が多様化した今日の社会は，科学的，宗教的，

経済的，政治的，美的，心理的等の多様な面において大

変革の時期にあると言えよう．そしてその混乱から抜け

出す方法として総合的科学的思想とその教育が必要とさ

れるが，その教育の具体的なあり方を検討するに際して

は，個人的な自己実現と社会的自己実現の理論の両方に

着目することが重要だと思われる．

H自己実現と人間的発達

　人間学的心理学は，ヒューマニズムの思想，哲学的精

神に立脚した心理学である。その理論家マスローは単に

従来の心理学の体系を修正したり批判するといった立場

にとどまるものではなく，いわば革命的な立場に立って

従来の心理学の根本的な方向転換を計ろうと試みた．従っ

て彼の心理学は，単に方法において斬新であり独創的で

あるという点に特色が見られるだけではなく，その世界

観や人間観において，これまでの心理学とは根本的な相

違が見られるのである．また研究領域においても，従来

は考えも及ばなかった新しい分野を開拓している．

　マスローは，人間の欲求を，生理的欲求，安全欲求，

所属と愛情の欲求，尊重の欲求，自己実現の欲求という

五っの欲求に分類し階層化した欲求階層論を主張してい

る．この欲求階層論には次のような特色がある．

　第一に，欲求の段階が低次であればあるほど，人格に

とって強力で優先的であるということ．これは，例えば

自己実現の欲求よりも尊重の欲求がより強く，尊重の欲

求よりも愛情の欲求の方がより強いということをあらわ

している．第二に，欲求階層論では，一欲求の満足が，

さらに別の高次の欲求の出現をもたらすのであるが，た
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だ特定の欲求が百パーセント満たされて，はじめて次の

一段高次の欲求に移行するのではない．現実に人間は，

ある欲求，例えば生理的欲求についても，愛情欲求につ

いても，その他のどの欲求についても部分的に満足し，

部分的に不満を持っているものである．第三に，特定の

段階の欲求が満たされるとさらに高次の段階の欲求が意

識を支配し行動の動因となるが，それとともに満たされ

た欲求は漸次活動をやめ，っいには意識から消失し，行

動に影響を与えることもなくなる．第四に，根本的な問

題として，欲求の階層が，必ずしもこの五っの欲求に分

類され，また階層順に配列されるとは限らない．換言す

れば，欲求をあまり固定的に考えるべきではないという

　　　　　5）ことである．

　マスローは，以上のような欲求階層論を論じた後，欲

求を同じく立体的な層構造として見るにあたって，これ

を欠乏動機と成長動機または欠乏欲求と成長欲求ととい

う形で論じている．欲求階層論における生理的欲求，安

全欲求，所属と愛情の欲求，尊重欲求などの区分は，そ

れぞれ質的相違をあらわすものではなく，区分がそれほ

ど明確ではない．っまり，欲求階層論の各欲求は，相互

に密接な関係を持ち，階層で分けるにしてはあまりにも

同質的な特徴をもっのである．これに対し，欠乏欲求と

成長欲求という分類は，明らかに異なった欲求構造を持っ

ている．欠乏欲求は，人格内で精神的，身体的に欠乏状

態が生じ，これを外界の資源によって補おうとするはた

らきを意味するものであり，一方，成長欲求は，人格に

充実したエネルギーを外の対象に向け，成長へのステッ

プにしようとする動機であり，それらは人格に対すると

らえ方からして異なっているのである．欲求階層論にお

いては，階層に挙げられているおよそ全ての欲求が欠乏

欲求で，自己実現の欲求のみが高次の成長欲求の特徴を

表しているが，欠乏一成長欲求の立場では，欠乏欲求は

一括してまとめられ，成長欲求は欠乏欲求と同じウエイ

トをもっものとして取り扱われる．それだけマスローは，

人格における成長欲求の重要性を強調しているのである．

このこは，これまでの精神医学，精神分析学，異常心理

学などの人格のネガティブな側面にのみ注目する心理学

に対し，新たに成長，自己実現，健康といった人格の積

極的な側面を強調する心理学が台頭してきたことが，欠

乏欲求に対して成長欲求を重視する立場となってあらわ

れているものと考えられる．

　マスローの心理学においては，欲求の立体的考察が，

その人格理論の根幹をなしているが，そこでは低次の欠

乏欲求の満足が高次の成長欲求の出現をもたらすとの立。

場に立っている．つまり生命に直結する欠乏欲求が満た

され，高次の成長欲求が人格を支配するとき，始めてそ

の人格は，自己実現をとげたと言うことができるのであ

る．マスローは高次動機論の冒頭において，次のように

述べている．「自己実現をしている人々は，既に基本的

欲求を十分に満たしており，いまやこれとは別の『高次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）動機』と呼ばれるものに動機づけられている」と．

　高次欲求は次のような特色を持っている．第一に，そ

れは，系統発生的に進化のうえで最も後期に発達をみる

欲求を意味する．食欲や性欲はいかなる下等動物におい

ても認められ，人間のみの持っ特徴ではない．いわば動

物一般に共通する最も普遍的で基礎的な欲求と言える．

一方，所属や愛情の欲求となると，高等動物に至って顕

著に認あられる傾向と言える．さらに高次欲求としての

自己実現の欲求になると，これはもっぱら人間において

のみ認められる欲求である．第二に，高次欲求は，個体

発生的に言っても，発達段階のうえで最も後期にあらわ

れ優勢になる欲求である．系統発生の場合と同じように，

出生前後は先ず自己の生存を確保することが何よりも優

先されるので，生理的欲求や安全欲求が最も支配的な欲

求であることは言うまでもない，第三に，高次欲求の人

格は，健康で統合的な立場に立っことができ，生活の効

率が高い．低次欲求の場合は，資源を外界から取り入れ

る必要性から，人格は常に外界依存から脱することはで

きない．第四に，高次欲求は，具体的には何らかの職業

に対する献身，没頭という形で示される．「自己実現して

いる人々にっいて直接に調べてみると，全ての場合に，

少なくとも我々の文化においては，彼らが献身的な人々

であって『自己の外部』の何らかの仕事，職業，業務，あ

るいは愛すべき職務に身を捧げていることに気づく」7）

とマスローも述べているが，実際高次欲求中心に生き

る人々は，すでに満ち足りたエネルギーを仕事に打ち込

み，生産活動に従事することにより，新しく何かを創造

しようとするのである．その従事する仕事によって，目

標とする価値は異なるが，いずれも普遍的な価値の生産

に向かって熱中するところに高次欲求に基づく行動が見

出されるのである．

　また，人間には，真・善・美をはじめとした多くの普

遍的な価値を求めようとする傾向があるが，それらはい

ずれも高次欲求の支配的な人格において，行動の明確な
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動機となってあらわれる．マスローはこのような価値を

B価値（完成された人間存在が求ある価値）として，そ

の種類を次のように挙げている．真，善，美，全体性，二

分法超越，躍動，独自性，完全性，必然性，完成，正義，

秩序，単純，富裕，遊び，自己充足，等である8）．これら

の価値は，それ自体個人を超えた社会的あるいは人類的

な普遍的価値であり，倫理や教育，宗教の究極目標であ

る．また理想的芸術の特徴でもあれば，理想的文化の象

徴と考えることもできる．しかもそれは同時に，各個人

にとって究極的な人生目標となるものであり，その価値

の追求は，欲求の階層の中で最高の欲求段階を意味する

ものである．そこで，これらの価値が実現されたとき，

人間は究極的な満足をおぼえ，最高の人格まで成長をと

げられるものと考えられる．っまり，これらの価値的欲

求が満たされるとき，人間は最高の段階まで自己実現を

とげるのである．

　では，自己実現をする人間とはどのような人間であろ

うか．マスローは，このことについて以下のような特性

を見出している．

　・自己や他人，自然をありのままに受け入れることが

できる．健康で自己実現をとげた人は，人間性のもっ特

質を，その欠点や短所，弱点や罪を含あてごく自然に認

め，これを受け入れることができる．9）この自己及び他

人やその他全ての対象を受け入れることができるという

健康な人間の特徴は，換言すれば自己受容は他者受容に

発展するということである．この点については，マスロー

のみでなく，ロジャース（Rogres，C．R）も強調するとこ

ろであり，特にロジャースは「個人が感覚的有機的経験

の一切を，一つの首尾一貫して統合されている体系のう

ちへと認知し，受け入れるならば，彼は必然的に他の人々

をもっとよく理解しており，また自己とは別の人間とし

て，他の人々をもっとよく受け入れているのである」と

　　　　　10）述べている．

　・自発的で，純粋，自然である．自発性の高い人は，

不自然な抑圧をもたない．彼らは自由感情の表現ができ

るために，人に純粋で自然な姿をあらわす．っまり真の

自己をあらわすので，何となしに周囲に単純で無邪気な

印象を与えるのである。ロジャースが「純粋さ」（genu－

ineness）と言い，マスローが「無心」（innocent）と述べ

ているような，天真燗漫とした行動や態度の中に，彼ら

の人間性の自由な表現が認められるのである．

　・自己中心ではなく，問題中心の生き方をする．自己

実現する人の最も顕著な特徴は，自己の問題に関心を払

うのではなく，外部の課題に没頭し，我を忘れていると

ころにある．彼らは，既に欠乏欲求を十分に満たしてい

るので，自分の利害にっいてはそれほど強く意識しない．

　・っねに変わらぬ新鮮な鑑賞眼を持っ．健康で自己実

現をとげっっある人の特徴は，ロジャースも言うように

経験に開かれていることである．その人は旺盛な好奇心

と，偏見にとらわれない心で，あらゆる物事に対して飽

くことのない興味，関心を示し，独自の視点から物事を

とらえることができる．11）

　・至高経験（Peak　Experience）を体験すること．至

高経験とは，真・善・美などのB価値を追求する高次の

欲求が満たされ，これらの価値が実現された時に体験さ

れる悦惚至福の絶頂経験を意味するものである．

　・豊かな社会感情をもっ．自己実現する人々は，人類

一般に対し，深い同一感，共感，愛情を持っている．マ

スローは，人間の持つ社会感情こそが人類を互いに結び

付け，他人の喜びを自己の喜びとして感じ，他人の苦し

みを自己の苦しみとして感じる共同体意識を育ててきた

ものと考える．

　・自己実現が顕著に認められる対人関係が作られる．

自己実現をとげっっある人の対人関係は，一般の人に比

べて深く心のこもった関係を結ぶことができる．その人

は，人格がよく統合され，葛藤の構造を持たないので，

相手の人格と単に表面的関係だけでなく，深層をも含あ

た全面的な連帯を結ぶことが可能なのである．12）

　・マスローによれば，自己実現にっいての調査の行わ

れた全ての人間には，顕著な創造性が認あられたという，

自己実現者は，皆なんらかの意味で自己の個性を最大限

に発揮している人であるが，この個性こそまさに他に真

似ることのできない個人の独創性を表現するものであり，

独創的な性質を持っものなのである．

皿自己実現の現代的課題

　現在我が国の教育は大きな転換点にあり，様々な改革

が行われているが，ここでは自己実現理論と関わりの深

い「生きる力」を育むことを目的とした「総合的な学習

の時間」の導入に着目したい．「生きる力」とは，平成

8年7月19日に中央教育審議会の答申において出された

ものである．その中で，「生きる力」は，自分で課題を見

っけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，よ

りよく問題を解決する能力，自らを律しっっ，他人と協
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調し，他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性

とたくましく生きるための健康や体力，ととらえられて

いる．

　そして，そのような「生きる力」を育むために，平成

12年度からを移行期間とし，平成14年度から「総合的

な学習の時間」が実際に実施されることとなった．文部

省（現文部科学省）は，平成10年12月14日に小学校学

習指導要領において，「総合的な学習の時間」にっいて

以下のように告示している．

　小学校における総合的な学習の時間の取扱い

1　総合的な学習の時間においては，各学校は，地域や

　学校，児童の実態等に応じて，横断的・総合的な学習

　や児童の興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生

　かした教育活動を行うものとする．

2　総合的な学習の時間においては，次のようなねらい

　をもって指導を行うものとする．

　（1）自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に

　　判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育

　　てること．

　（2）学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や

　　探究活動に主体的，創造的に取り組む態度を育て，

　　自己の生き方を考えることができるようにするこ

　　と．

3　各学校においては，2に示すねらいを踏まえ，例え

　ば国際理解，情報，環境，福祉・健康などの横断的・

　総合的な課題，児童の興味・関心に基づく課題，地域

　や学校の特色に応じた課題などについて，学校の実態

　に応じた学習活動を行うものとする．

4　各学校における総合的な学習の時間の名称にっいて

　は，各学校において適切に定めるものとする．

5　総合的な学習の時間の学習活動を行うに当たっては，

　次の事項に配慮するものとする．

（1）自然体験やボランティア活動などの社会体験，観

　　察・実験，見学や調査，発表や討論，ものづくりや

　　生産活動など体験的な学習，問題解決的な学習を

　　積極的に取り入れること。

②グループ学習や異年齢集団による学習などの多様

　　な学習形態，地域の人々の協力も得っっ全教師が

　　一体となって指導に当たるなどの指導体制，地域

　　の教材や学習環境の積極的な活用などについて工

　　夫すること．

（3）国際理解に関する学習の一環としての外国語会話

等を行うときは，学校の実態等に応じ，児童が外

国語に触れたり，外国の生活や文化などに慣れ親

しんだりするなど小学校段階にふさわしい体験的

な学習が行われるようにすること．

　以上のような「生きる力」や「総合的な学習の時間」

の考え方の背景には，「自ら学ぶ意欲」，「社会の変化に

主体的に対応できる資質や能力」，「基礎的・基本的内容

の重視」，「個性を生かす」という学力観がある．この学

力観で最も注目すべき点は，学力を学習の結果としてと

らえようとする見方から意欲・関心・態度を重視し，学

習の過程を評価しようとする見方への転換である．っま

り，結果としての知識・理解面だけの評価ではなく，学

習に対する興味，関心，意欲，態度はもとより，問題に

取り組む際に発揮される，または身につける思考力，判

断力，創造力等の諸能力を重視しようとすることである．

　子どもたちには，一人一人の考え，見方，希望など，

自分の思いにしたがい，問題解決にむけて試行錯誤しな

がら学習を進め，自分なりの学びを展開していく．その

中で，子供たちは自分なりの問題解決の方法を身にっけ，

問題を解決したという結果に自信を持ち，さらに他の問

題に目を向けるようになるだろう．

　子どもが解こうとする問題自体は，大人から見ればた

わいもないものに思えるかもしれないが，小さな問題を

一っ一つ解決していくことで，少しずっ自らの可能性を

実現し，広げていくに違いない．その繰り返しが，将来

の確かな自己実現へと結びっくことを信じて学習指導は

行われるべきである．

　学習指導は，一人一人の子供が，自分の願いや目標を

実現するために自分にあった方法やペースで，知識や技

術を習得していくことを支援することであると言える．

言い換えれば，それは自己実現をめざす学習指導であり，

自ら学ぶ子供を支援する手だてを構ずるということであ

る．以下，マスロー心理学の主な概念を現代の教育との

関連のもとに考察していきたい．

　マスローは従来の教育が，目的や価値を避けて非本質

的な概念の連合や，知識の習得のみに関心を持っ傾向を

批判し，人間主義の立場から教育の本質を明かにしよう

としている．マスローは，「目的が何を欲しているのか

がわかれば，その目的に対し直ちに有効な手段をつくり

だすこともそれだけ容易である」13）と述べ，教育におい

て真に緊要なことはその目的を明確に把握することであ

るとしている．この意味で，「自ら学ぶ意欲」，「社会の変
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化に主体的に対応できる資質や能力」，「基礎的・基本的

内容の重視」，「個性を生かす」という新しい学力観がう

ちだされ，「生きる力」の育成という具体的な目的が学

習指導要領に明示されたことは画期的かっ重要なことで

あると言えよう．

　そしてまたマスローは，教育の求める価値は，人間性

に内在するものとの立場に立っている．すなわち，人間

性自体のうちに，真実を求あ，善意を持って行動し，美

を好むといった本能的な傾向があると考える。ただそれ

は，健康で成長欲求が支配的な状態になったとき，はじ

めてこのような価値の実現を望むようになるのである。

人格が病理性を帯びている場合はもちろん，まだ欠乏欲

求が支配的である場合には，これらの病的状態からの回

復，あるいは欠乏欲求の充足が優先され，これらの価値

を直接求めるまでには至らないのである．主として欠乏

欲求の段階にあるいわゆる欠乏性の人格においては，自

己の利害の追求が最優先され，たとえB価値を求める行

動が認められたとしても，それは利己的欲求の満足のた

めの手段であったり，ポーズに過ぎない場合が多い．っ

まり，真実や美を追究したり善行を行ったりする場合で

も，本当の動機は安全や社会的承認を求める欠乏欲求の

充足にあり，決して価値それ自体を求めるものではない

のである．例えば，受験勉強は，知的探求心から行われ

ると言うよりも，志望校に合格することによって社会的

承認を得たり親から認められたりしたいという尊重欲求

や愛情欲求の充足が真の動機となっている場合が多いの

である．

　このように考えると，「自ら課題を見付け，自ら学び，

自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資

質や能力を育てること」を目的とする総合的な学習の時

間は，自己の外側にある価値を押しつけられる形で行う

学習とは異なり，自分で課題を見つけ，各個人の欲求の

段階に応じた学習ができるとという点で，まさにマスロー

の唱える教育の在り方と一致している．また，各個人の

欲求の段階に応じた教育を実践するということは，各個

人の欲求の段階を査定し，把握するということが学習の

前提になる．このことはカウンセリングにおいて，面接

に入る前に各種査定を行い，その結果に基づいてその個

人に応じた見立てをすることに通じる．カウンセリング

や心理療法の領域では基本と言えるこの査定の発想が，

教育の領域では今まで見過ごされてきたということは，

教育の現場では「個」に応じた学習という意識が低かっ

たことを示していると言えよう．カウンセリングにおい

ては，対象は個人であり，目的は個人のニーズに応じた

欲求の充足による成長であり，それを実現するために最

初に必要な行為はクライエントの欲求の段階を正確に把

握すること，すなわち査定である．このことを抜きにし

てカウンセリングは成立し得ない．学校教育においても，

総合的な学習の時間の目的にあるように個に応じた学習

を目指すのであれば，子ども達の真の動機を理解し，そ

の学習を援助するにあたって，この査定を含めたカウン

セリング・プロセスの考え方，とりわけ人間性の成長に

重点をおくマスロー心理学から得られる示唆は多いと考

える．

　マスローは，人格の価値，意味について従来の心理学

に見られない徹底した考察を行った．そして人間の本性，

特にその無意識的基底に，人間尊重を可能ならしめるよ

うな良い衝動の存在を認め，これを積極的に助長すると

ころに教育のあり方を求めている，すなわち，人間は外

部からの操作によって形作られるものではなく，人間自

身に成長に向かう衝動があり，その発達を促進するよう

な環境条件を整えることが教育の任務であるとする立場

である．これは，具体的には次のような方法として展開

される．

　子どもの欲求は，これを抑えるのではなく，最大限に

満足させることによって成長を促す．「本質的教育の重

要な目的は，子どもの基本的な心理学的欲求が，満足さ

れているか否かに心を配ることである．子どもは安全や

所属，自尊，愛情，尊敬や名誉を求ある全ての欲求が満た

されないうちは，自己実現に達することはできない」14）

とマスローは述べている．欲求階層説は，低次欲求の満

足が漸次高次欲求の人格支配をもたらし，自己実現の達

成を可能にする．

　正常な社会における健康な子どもは，自由な選択の場

におかれたとき，彼の成長にとって良いものを選択する

ことができる．子どもは自分にとって何が良いかを他の

誰よりもよく知っているからである．そこで「正直にな

る機会，内心のありのままを話す機会を与えて，自分が

本当にどんな人間なのか，他の人々に対してどんな反応

をするのかに気づかせようとする」15）ことが大切である

とマスローは述べている．例えば子どもが関心を持ち，

心から傾倒する問題を学習課題とする．彼らの興味や関

心は，彼らの内面の声の発展と考えてこれを尊重するの

である．たとえそれが大人の立場から見て期待される課
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題ではなくとも，子どもの自発的な主体的選択の妥当性

を信頼し，受容するところにこの立場の教育の神髄が見

られる．

　主体的に学ぶ原動力となるのは，社会の変化に主体的

に対応できる意志・態度・能力，及び思考力・判断力・

表現力などの，いわゆる「自己教育力」である．このこ

とを，総合的な学習の場面でとらえると，まず，学習の

原動力となるのが学習への意欲である．学習することに

興味を持って取り組んだり，新しい課題に立ち向かって

追求したりするなど，自らの意志で学習活動を進あてい

く基礎となる態度である．次に目標に達するまでのプロ

セスを自分なりに描く力が必要になる．どんな目標をど

こまで，どのようにやり通そうかという学習を計画する

力は，十分興味関心を引き出し，必要感や好奇心を揺さ

ぶることで，その働きを高めることができる．したがっ

て，教師には，学習のプロセスを重視する時，子供がど

のように学習を進めていくのか，学習内容・学習方法・

学習環境・学習時間などを子供自身が目標達成にむけて

組み立てる力を育てようとする視点が必要になる．

　つまり，「どの問題に挑戦するか」，「解決するために

何をするか」，「どこで，どんなふうにするか」，「誰と」，

「いつごろまでに」という自分で学び取るプロセスを自

らの力で構成する力を育てるということである．

　また，自分の学習の仕方について自分で評価する力も

必要である．子供が自らの学習を振り返ることにより，

学習の仕方，その結果について自らの変容をとらえたり，

次の学習への意欲を起こしたりするなど，自己実現を果

たした喜び・自信を感じ，味わうことが大切である．

　　　　　　　　　結びに

一現代の学校教育における自己実現の課題と展望一

　マスローの高次欲求論は，従来の欲求概念に根本的な

変革を迫るものであり，同時に従来の教育観にも根本的

な変革をもたらすものである．欲求は，卑しいものでも

抑圧するべきものでもなく，新しい価値を生むもの，人

間性を高めるものとして受容され，肯定されることにな

る．このような欲求に対する尊重と信頼の立場はまた，

これらの欲求に支えられている人間性そのものに対する

尊重と信頼を意味することになるのである．すなわちマ

スローの高次欲求論は，欲求概念を高次のものにするこ

とによって，人間観の変革への途を開くものと言える．

たしかに，人間が低次の欠乏性の欲求のみに支配されて

いるとすれば，人間の構成する社会においては，相互に

利害が対立するであろう．したがって，人間は自己の欲

求の満足を自制しなければならず，欲求の否定が道徳に

っながるといった禁欲主義的思想が，その理論的根拠を

得るのである．しかし，人間が高次の欲求を中心に生き

る存在であるとすれば，その欲求の満足は奨励こそされ，

抑制の必要は認められない．この考え方は，カゥンセリ

ングにおける傾聴の精神や，ロジャースのカウンセリン

グ理論にも通じている．ロジャースの技法は非指示的カ

ウンセリング（Non－directive　counseling）とも呼ばれ，

クライエントに対して一切の指示を行わず，クライェン

ト自身によって問題が整理され変化され，クライェント

が成長していくのをカウンセラーが支えるという立場を

とっている．その根底には，マスローの考えと共通した，

人間の本性を全面的に肯定した性善説的人間観，自ら絶

えず成長へと指向する自己実現的人間観がある．

　したがって，人格がその基本的な欲求を充足し，これ

までに抑圧されがちであった内面の声に耳を傾け，その

自由な表現を試みさえすれば，皿で述べた受容性，自発

性，課題への没頭，鑑賞眼，至高体験豊かな社会感情，

創造性といった自己実現的人間の特徴がどのような子供

にも自ずと現れてくるのである，しかし，従来の教育に

おいて受容性，自発性，課題への没頭，鑑賞眼，至高体

験豊かな社会感情，創造性などが得られにくかったの

は何故だろうか．根本的には，われわれにとって基本的

な欲求の充足が容易ではなく，自己実現が充分に達成さ

れ難いことが主な原因であろう．しかし，それは実際に

は家庭教育および学校教育の現場で十分に達成されるも

のであると思われる．例えば，創造性にっいて言えば，

マスローの言う創造性とは，健康で自己実現する人間に

おのずと備わる個性的表現からくるもので，その成果も

必ずしも世界的な注目を浴びるような大作というわけで

はない，一般的，日常的なレベルにおいて，それぞれの

人が自分の課題に工夫し，アイディアを働かせて目新し

い作品や仕事を成し遂げることである．っまり，どのよ

うな人物であれ，どのような領域の仕事であれ，その行

為がその人の性格特性から純粋な形で自発的に表現され

ているとき，その成果は創造的と言える．のみならず，

たとえ何ら成果が得られなくとも，子どもが新鮮な視点

に立ってものごとを見ること，行為することにこそ豊か

な創造性が認められるのである．このような視点から，

総合的な学習の時間は創造性をはじあとした自己実現的

（60）



子どもの発達特性と自己実現の教育の理論的考察

特性を育むのにふさわしい，無限の可能性を持った学習

の時間であると言える．

　マスローの高次欲求論のもう一つの意義は，教育論，

生きがい論，幸福論，宗教論などに新しく視野を開くに

至ったことである。従来より教育に心理学を応用する場

合，主にそれは技術としての教育方法論に適用されてき

た．しかし，マスロー心理学はまさにこの教育の目的そ

のものにはじめてメスを入れ，これに影響を与えること

のできる心理学となった．人間性の最高価値を究め，新

しい科学の領域の問題として取り扱おうとするマスロー

心理学，それ自体まぎれもなく教育の人間像を問うもの

と言ってよい．それは，教育目標が予め規定されていて，

それを教授するため有効な方法を探るための心理学的知

識が採用されるのではなく，逆に新しい学習や教授方法

を成立させる原因となる教育のあり方や人間観を構築す

る心理学なのである．そして，総合的な学習の時間は，

予め目標の規定されていない新しい学習や教授方法を実

践するのに最適な位置づけにあると思われる．

　以上のように，マス．ローは教育において成長，自己実

現の達成，アイデンティティ，価値観，人生観の確立を

目指し，そこに意義を見出そうとしている．しかし，こ

こで重要な点は，マスローは，知識や技術のみに偏った

教育を批判してはいるが，明確な目的を持った上でこれ

を遂行し，実践するための知識や技術の必要性について

は決して軽視していないという点である．彼は，外因的

知識（extrinsic　knoeledge）と内面的成長（inner

growth）という言葉を用い，専門的教育と人間主義的

教育を分け，いずれの教育も必要であり，この両者が統

一されることを理想としている．16）

　学校週五日制や総合的な学習の時間の導入をはじめと

したゆとりを強調した今日の我が国の教育政策には，深

刻な学力の低下がともなうという批判や懸念の声も少な

くない，その意味で，マスローも言うように「外因的学習

と内面的成長を二律背反の二分法的対立におくことを拒

み，この問題を原子論的よりも全体論的に考察する」17）こ

とは，今日の教育において，まさに問題点をっいたもの

と言えよう．実際にこれまでの学校教育において，教科

の内容自体も，決して十分な教授，学習が行われている

とは言い難く，心底からの興味に基づいて自らの専門を

選び，苦痛を意に介さずに学ぼうとする子どもは極めて

少ない．

　現実においては，教科の学習と人生観の確立とは，同

時並行的に行われ，双方が互いに学習への意欲を高めあっ

ていくものである．ただ，何ら明確な目的もなく，専ら

特定の教科の学習にのみ集中する従来の教育においては，

人間学的心理学の立場からは，この歪みを是正する意味

において人間的成長面の重要性を強調したい．しかし同

時に，ゆとりの教育と学力の低下という二項対立的に見

える現代的問題を，統合し超越するマスローの見解にも

着目することも大切であろう．

　問題とされる行動をとる現代の子ども達は，大人社会

の価値観の混乱に巻き込まれている．本来ならば家庭で

行うべき基本的生活習慣や躾に関することを，保護者が

家庭で行わず，それを学校等の第三者に行うようにと主

張したり，養育を拒否し虐待する保護者もいる．また，

学校教育に役割を見出さず，塾で受験勉強のみを行うこ

とを重視する保護者もいる．このような役割意識の混乱

は，換言すれば，どこでだれがどの欲求の階層を充足さ

せるべきなのかということが見失われていると言える．

欲求階層論の内容とその性質を深く理解することによっ

て，見失われていた保護者や教師やスクールカウンセラー

等の教育に関わる全ての人の役割が再発見できるのでは

ないだろうか．また，マスローの最高段階における人間

像（自己実現をとげた人間）の具体的な記述は，混乱し

た現代の教育の究極目標を模索する上で，示唆するとこ

ろが大きいと思われる．
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Summary

The　Japanese　children　are　suffering　from　serious　stress　of　psychosomatic　problems，　of　ill　treat，　non－attendance　at

school　etc．　at　present．

　Atheory　of　counseling，　especially　the　theory　of　self－actualization　by　A．H．Maslow　playing　a　central　role　on　humanistic

psychology　is　considered　to　be　very　effective　fbr　children’s　developrnental　characteristic　and　self－actUalization・

　This　is　the　paper　that　we　were　discussing　about　humanistic　child’s　development　and　an　educational　theory　on　self－

actualization　conceming　the　theory　of　humanistic　psychology　and　children，s　developmental　characteristic　and　educational

lssues　at　present・
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